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第１３回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成27年10月21日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成27年10月21日（水）午前11時58分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ９番 松田  勲君 

      １０番 北川 勝義君  １４番 下山 哲司君  １６番 実盛 祥五君 

      １７番 金谷 文則君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  杉山 高志君      総合政策部長  原田 昌樹君 

      総合政策部参与  小寺 康生君              徳光 哲也君 

      総 務 部 長  馬場 広行君      財 務 部 長  近藤 常彦君 

      教 育 次 長  奥田 智明君              田中 富夫君 

              荒島 正弘君      消防本部消防長  木庭 正宏君 

              黒沢 仁志君              遠藤 健一君 

      総 務 課 長  入矢五和夫君      くらし安全課長  歳森 正年君 

      財 政 課 長  藤原 義昭君      管 財 課 長  高橋 浩一君 

      税 務 課 長  末本 勝則君      収納対策課長  土井 常男君 

      会計管理者  直原  平君      教育総務課長  藤井 和彦君 

      学校教育課長  石原 順子君              前田 正之君 

      中央図書館長  三宅 康栄君              小竹森美宏君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    幹  黒田 未来君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） おはようございます。 

 ただいまから第13回総務文教常任委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、友實市長より御挨拶をお願いしたいと思います。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 委員の皆様おはようございます。 

 本日は、第13回の総務文教常任委員会をお開きいただきましてまことにありがとうございま

す。 

 開会の挨拶に先立って１つおわびを申し上げます。 

 先般、新聞、テレビ等でも報道されましたけども、水道メーターが期限切れのメーターが多

数赤磐市内で使われていたということが発覚いたしました。執行部といたしましては、こうい

った状況を一日でも早く解消するよう担当部局のほうでは懸命に取りかえ作業を急いでいると

ころでございます。詳細につきましては、担当の産業建設常任委員会のほうに逐次報告をさせ

ていただいてるところでございますけども、総務文教常任委員会の皆様にもある程度の情報提

供をしながら、早期にこの状況へ全力を向けて解決を図っていこうという考えでございますの

で、どうぞよろしくお願いを申し上げます。 

 また、本日の常任委員会でございますけども、本日は協議事項といたしましては、事業の進

捗状況等についてお話をさせていただければと思っております。 

 最後になりますけども、この10月１日に人事異動を行わさせていただいて、まち・ひと・し

ごと創生課を設けました。そして、赤磐市版の地方戦略、これを確実に実行する牽引力とし

て、こちらの今出席しておりますけども、遠藤課長を筆頭に全力を挙げての取り組みを進めて

まいりますので、総務文教委員の皆様もその点をよろしくお願いを申し上げます。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 管轄外なんじゃけど、今ので１つだけ質問してもいいですかね、市

長。 

○委員長（北川勝義君） それはよろしい、じゃけ今許可したが。 

○委員（下山哲司君） 水道メーターの件なんですけど、電話いただいて内容はわかっとんじ

ゃけど、車の免許検査だって通産ので、同じ通産のあれで、要するに車検のねえ車でやりょん

と同じことじゃわな。水道メーターが検査切れなんじゃけえ、車検切れも一緒。行政のシステ

ム的にそんなことが起こり得るんじゃろうか思うて考えられんのんじゃけど。なぜかという

と、新しいメーターをつけたら、今度はそれをかえるときにはかわる個数だけは、最大限の一
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番大きい年度の分を確保しとかにゃいけんわけ。へえで、外したら今度はそのメーターを更新

に出して、検査を受け直してまた使うん。じゃから、最低限にシステム的に、行政のシステム

としてで、絶対あり得ることじゃないんよ、常識で考えて。それがあって、頭を下げたら終わ

るという、そういう物の考え方が全く違うとると思う。車の検査だったら警察に言われるけ

ん、問題にするんじゃろうけど、水道だって通産に言われるん。じゃけえ、検査切れの車で運

転しょんと同じ状態なん。同じ通産の許可なん。 

 要するに計量器の検査な、油屋の検査が切れとんと一緒なん。営業停止になるよ、油屋だっ

たら。水はとめれんけえ営業停止にならんけど、水道法であるんじゃから。市長はベテランじ

ゃろう。じゃから、そんなことがあり得るということがわし考えられんのん、その辺だけちょ

っと教えてほしい。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） いろいろありがとうございます。 

 私もそのとおりだと思います。こういうことが起こり得てはならないというのが当たり前の

話なんですけども、残念ながらチェックが漏れる、あるいは事務の執行がおくれてしまったと

いうことから、こういうことが起こってしまいました。これからは今の下山委員の御指摘も受

けながら、しっかりとこういうことが起こらないようなシステムづくりから進めていかせてい

ただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、よろしいな。 

○委員（下山哲司君） はい。そりゃ、受けたこと……。 

○委員長（北川勝義君） それでは、まち・ひと・しごと創生課長ということで、遠藤課長が

なられましたということで、皆さん御了承願いたいと思います。 

 一言言われます、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 10月１日をもちまして総合計画並びに総合戦

略の進行を積極的に、そしてまた部局横断的にやっていくということで拝命いたしました。ひ

とつよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、協議事項に入ります。 

 １番目の事業の進捗状況についてということで、執行部から説明願いたいと思います。 

 皆さんにお諮りしますが、各部で全部説明していただきましょうか。部ごとで分けていただ

きましょうか。いつものように部のように分けましょうか。どんなでしょうか。 
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 部でええ、いつものようでええ。そしたら、いつものように部局で分けさせていただきます

ので、順次説明していただきゃあええんですけど、部で区切りさせますんで、よろしくお願い

いたします。 

 それでは、総合政策部のほうからお願いします。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） それでは、資料のほう、お手元のほうで。 

 本日、第２次赤磐市総合計画案について並びに赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

案及び赤磐市まち・ひと・しごと創生総合戦略案について御説明をさせていただきます。 

 １枚おはぐりいただきたいと思います。 

 まず、第２次赤磐市総合計画案についてございますが、素案につきましては、前回の委員会

でも御説明をさせていただきました素案につきまして、赤磐市民提案制度、パブリックコメン

トに基づきまして広く市民の皆様から御意見を募集いたしました。その結果を御報告させてい

ただきます。 

 パブリックコメントは、９月18日金曜日から10月９日の金曜日まで、広報あかいわ、また市

のホームページ、各本庁支所の窓口に素案を備えつけまして募集をしております。御意見をい

ただきました件数は４件でございます。御意見に対する市の考え方につきましては、１枚おは

ぐりいただきまして、別紙資料１をごらんください。 

 総合計画素案に対する御意見というのが左の欄でございます。それに対して、市の考え方を

右に記しております。別冊をきょう御用意しております。別冊の資料２、第２次赤磐市総合計

画案もごらんいただきながら見ていただくとありがたいのですが。 

 まず、案の４ページに赤磐市の現状と課題というところがございます。こちらのほうの赤磐

市の姿、１、地勢のところで御意見といたしまして、内陸部に位置するため津波による被害の

可能性がありませんとあるが、大震災でも言われたように想定外の災害が発生する可能性を秘

めているので、言い切る表現は好ましくないという御意見をいただきました。これに対しまし

て、御意見を踏まえまして津波による被害の可能性が低い地域ですというふうに修正をいたし

ております。 

 続きまして、計画の案といたしましては46ページに該当する部分でございますが、重点戦略

２の安心して子育てができ、次代を担うひとが育つ町を創るという戦略の中のプログラムの子

供が健やかに育つ教育環境創出プログラムの中で、２番と３番の御意見をいただいておりま

す。 

 まず、２番でございますが、市の小中学校の大部分は植栽、フェンス等の手入れが十分でき

ていないように思う。学校周辺、グリーンベルト構想と銘打って学ぶにふさわしい環境にして

はどうか。各学校のシンボルツリーをつくってはどうかという御意見でございます。御意見に
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対しまして、植栽等もゆとりと潤いのある施設整備として大変重要であるというふうに認識を

しておりますので、周辺地域等へ支障を及ぼすことのないよう、また地域の財産として学校の

皆さんと一体となって維持管理に留意してまいりますというコメントをさせていただいており

ます。 

 続きまして、３番でございます。 

 市には公立高校がなく、未来への大きな贈り物として必要不可欠であるため、公立高校誘致

への道筋をつけるべきである。市立高校設置ぐらいの気持ちを、気概をということでございま

した。これに対しまして、市立高校の設置につきましては、市の少子化の現状を踏まえると設

置は難しいものと考えております。県立高校につきましても、県全体で統廃合という大きな流

れがございますので、なかなか誘致は難しいものと考えておりますが、将来的には市内へぜひ

誘致は必要なことであると考えておりますので、その実現に向けて努力してまいりますという

ふうにコメントをさせていただこうと思っております。 

 総合計画案に対しますパブリックコメントの最後の４番でございます。１枚おはぐりいただ

きまして、資料１の３ページでございます。 

 市民センターの設置、500人ぐらい収容可能なもの及び警察署、税務署、大きな郵便局の誘

致などいかがかということでございます。これに対しましては、公共施設のあり方につきまし

て、これは本編でいいますと60ページのほうにありますけれども、第４節公共施設の有効活用

と適正化という視点に立ちまして検討を進め、市有施設全体の基本方針を平成28年度公表を予

定しております公共施設等の総合管理計画で定める予定としておりますと。市民センターの設

置につきましても、今後この方針に基づき、個々の施設のあり方を検討してまいります。 

 また、赤磐警察署の赤磐市への移転につきましては、これまでも要望、要請を行ってきてい

るところですが、実現には至っておりません。引き続き実現に向けて努力してまいりますとい

うコメントをさせていただいております。 

 以上を踏まえまして、直接的な文章の修正箇所というのはパブリックコメントの１番に対す

るものでございます。 

 なお、今回の案につきましては、済みません、資料１の最初のページにお戻りいただきたい

と思いますが、中段です、２番目、パブリックコメント以降の策定状況ということでございま

す。パブリックコメントでいただいた御意見を考慮しまして、本日、総合計画案ということで

お示しをしております。市長をトップといたします庁内検討組織であります赤磐市総合計画策

定本部会議を平成27年10月16日に開催をいたしまして、パブリックコメントでいただいた御意

見を考慮させていただきまして取りまとめております。この案を平成27年10月19日に、第７回

の赤磐市まちづくり審議会にお諮りをいたしておりまして答申をいただいたところでございま

す。 

 なお、本編の巻末、67ページでしたか、67ページ以降に資料編ということでこれまでの策定
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体制ですとか、策定経過、庁内組織の要綱、審議会の条例、市民アンケートのダイジェスト版

等々をおつけしております。総合計画に係る今後のスケジュールでございますが、各常任委員

会の皆様に御報告の後、改めまして総合計画の策定本部会議を開催し、第２次赤磐市総合計画

案として決定いたしまして、12月の議会に議案提出させていただく予定としております。 

 続きまして、赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び総合戦略案について御説明

をさせていただきます。 

 資料のほうは４ページをごらんください。 

 同様に同日程でパブリックコメントを行わせていただきました。御意見の件数は７件でござ

いました。 

 御意見に対する考え方を同様にまとめておりますので、１枚おはぐりいただきまして５ペー

ジからをごらんください。 

 なお、本編では、赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンが資料の４番、並びに創生総

合戦略のほうが資料５番になっております。別冊でおつけしております。人口ビジョンに対し

ましては、パブリックコメントはございませんでした。総合戦略に対して７件でございます。

順次説明をさせていただきます。 

 まず１番目、戦略の本編でいいますと８ページ、９ページに該当する部分になりますが、安

心して子育てができ、次代を担うひとが育つ町を創るという戦略の出産・子育てができる環境

創出プログラムに該当いたします。 

 御意見は、第３子以降の子供の保育所や幼稚園の保育料について、所得制限等の現行制度で

の制限をなくした上での全額免除を提案するということでございました。これに対しまして、

今回この戦略では子育てするなら赤磐市を基本のスタンスとしておりますので、ぜひこれに沿

ったものになるように検討してまいりますというふうにさせていただいております。 

 続きまして、10ページから12ページに該当いたします部分で、同戦略の子どもが健やかに育

つ教育環境創出プログラムの中でございます。 

 市の児童・生徒の学力は危機的状況にある、３ついただいております。 

 産官学による学力向上は機器に頼って文字を書かない、読まないなど、教育の原点が損なわ

れてしまうので、一時的な効果はあっても税金の無駄である。教育は教職員と児童・生徒が喜

怒哀楽の中で努力してこそ効果が上がるものであり、授業の創意工夫と生き生きとした学級、

学年、学校集団づくりなどに市、市教委、学校は最大限努力すべきである。市、市教委は、教

育の再生のため、市内全小中学校に３年間研究学校に指定して予算をつけ、打てる対策は全て

実施する気概が必要であるという御意見でございます。 

 市の考え方でございますが、産官学連携教育協力事業は、ＩＣＴ機器に学力向上の全てを頼

るものではなく、機器を活用した補充学習を充実させることにより学力の向上を図ることを目

的としております。文字の読み書きについては、子どもが健やかに育つ教育環境創出プログラ
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ムに掲げております重点施策、確かな学力の定着に向けた教育の充実において読み聞かせ活動

や読書活動の充実等、学習の基礎基本の徹底を図っていくこととしております。 

 また、その他御指摘の学力向上、教育の再生につきましては、いただいた御意見を参考にし

ながら重点施策１、学習環境の整備、２、確かな学力の定着に向けた教育の充実のほか、各重

点施策の積極的な推進に取り組んでまいりますというふうにコメントをさせていただいており

ます。 

 １枚おはぐりいただきまして、６ページでございます。本編では18、19ページに該当する箇

所でございます。 

 重点戦略の２、経済・産業に活力があり、ひとが集まるまちを創るの中のプログラム２、商

工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラムに該当する箇所でございます。３番とあり

ます御意見でございます。 

 市には郷土資料館、国分寺跡など、貴重な歴史的遺産が数多く点在しているが、これらを統

合、整理して市立博物館、または歴史民俗資料館、美術館などを設立し、文化の薫りが高い市

へと発展させてほしい、そして各施設付近を整備してはどうかという御意見でございます。 

 これに対しましては、御指摘のとおり本市には全国的にも貴重な数多くの文化財が存在して

おりますので、商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログラムに掲げる重点施策、周

遊・滞在できる観光ルートの形成において、周遊できる観光ルートへの磨き上げなどを推進す

るとともに、シティープロモーションの推進、このあたりの赤磐市の魅力を広く発信していく

という機会の提供に努めてまいりますと。それから、観光受入体制の整備の推進により、利用

者が訪れやすい環境の整備を図ってまいります。博物館等の公共施設のあり方につきまして

は、公共施設の有効活用と適正化という視点に立ちまして、これも先ほど総合計画でも申し上

げました赤磐市公共施設等総合管理計画、このあたりもにらみながらということになると思い

ますが、この方針に基づいてあり方を検討してまいりますというふうにコメントしておりま

す。 

 続きまして、下段の４番目、砂川の左岸、右岸の整備について、立川から正崎付近の雑木、

雑草を除去し、可能な限り遊歩道をつけて、インターチェンジをおりた観光バスの中から赤磐

市はさすが桃源郷と言われる景観にしてほしいという御意見でございます。 

 これに対しましては、砂川の雑木伐採、草刈り等につきましては地域の方々にも御協力をい

ただき実施しているところであり、市としましても景観に配慮した河川環境の整備、維持を図

っていくことが必要と考えておりますので、商工業・観光振興による賑わいと活力創出プログ

ラムに掲げる重点施策、観光受入体制の整備の充実に取り組んでまいりますというふうにさせ

ていただいております。 

 １枚おはぐりいただきまして、７ページでございます。本編では22ページから25ページが該

当する箇所でございます。 
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 重点戦略３、多彩な人材の活躍により、地域が活性化しているまちを創るの中の戦略プログ

ラム１、移住・定住が進むまち創出プログラム及び２、支えあいを中心とした協働によるまち

づくり推進プログラムに該当するところでございます。 

 市役所を中心に半径500メートルぐらい以内の道路幅を拡張して、大型バス等が運行できる

ように整備してほしいという御意見でございます。 

 これに対しましては、市役所周辺の道路につきましては小中学校の児童・生徒の安全確保の

ため、平成26年度から27年度にかけて歩道整備を行っているところでございます。市道の整備

につきましては、御要望や費用対効果を踏まえながら、移住・定住が進むまち創出プログラム

に掲げる魅力的な中心市街地の形成、支えあいを中心とした協働によるまちづくり推進プログ

ラムに掲げております、安心して利用できる道路等の整備による計画的な取り組みを推進して

まいりますとしております。 

 中段に、本編26から28ページに該当いたします多彩な人材の活躍により、地域が活性化して

いるまちを創るの中の高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラムに該当する

御意見でございます。 

 ６番目といたしまして、高齢者に第一に望まれることは持病もなく元気に毎日活躍できるこ

とであるので、若いときから未病についての考えを徹底し実践することが必要であるという御

意見をいただきました。 

 御指摘のとおり、高齢者が健康を維持し、できるだけ医療、介護を必要としない生活を送れ

ることが重要であると考えておりますので、高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出

プログラムに掲げております生涯を通して健やかに暮らせる生活の質の向上推進により、青年

期・壮年期からの取り組みを推進してまいりますとさせていただいております。 

 パブリックコメントの最後になりますが、７番目、医療体制の整備を十分に検討してほし

い、北部地域には佐伯北診療所が今後とも整備されることになっているが、将来の人口動態、

高齢化に対応するには公共施設、商業施設を近い距離にまとめて、高齢者の生活の利便性を向

上させるコンパクトシティーが望まれているという御意見でございます。 

 これに対しましては、市の考え方といたしまして、北部地域の医療体制につきましては昨年

度周匝地区に診療所が１つ開設されたほか、佐伯北診療所において看護師増員や内視鏡の導入

等の機能強化を図ったところです。今後とも北部地域において高齢者を初めとした市民が適切

な医療を受けられるよう、高齢者が生きがいを持ち元気に暮らせる地域創出プログラムに掲げ

る地域医療体制の整備の推進に取り組んでまいりますというコメントをさせていただいており

ます。 

 ４ページにお戻りください。 

 中段の２番目、パブリックコメント以降の策定状況でございます。パブリックコメントでい

ただきました御意見を考慮いたしまして、赤磐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン案及び
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総合戦略案を取りまとめました。平成27年10月16日に庁内組織でありますあかいわ創生推進本

部会議で案を取りまとめ、10月19日にあかいわ創生有識者会議にお諮りし、御意見としていた

だいたところでございます。今後のスケジュールでございますが、各常任委員会に報告をさせ

ていただきました後、あかいわ創生推進本部会議によりましてビジョン並びに戦略の決定を

し、10月30日までに国のほうへ提出をさせていただく予定にしております。 

 また、前回９月にお示しいたしました素案から、あかいわ創生有識者会議で御意見をいただ

き、資料５番の総合戦略本編の１ページをごらんください。 

 第１、基本的な考え方のところでございますが、前回の素案では中段目の２番、赤磐市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の役割、子育てするならあかいわ市の実現のために、ここから

本編を始めておりましたが、その前段に１番を加えさせていただきまして、赤磐市が、子育て

するならあかいわ市を目指していくことが市民の皆様によりわかりやすく伝わるように、もう

少し冒頭で説明をしたほうがいいという有識者会議で御意見をいただきましたので、その前文

を入れさせていただいております。７件のパブリックコメントに対しましての本編の修正点と

いうのは特にございませんので、よろしくお願いいたします。 

 それから、総合計画と同様に巻末に資料編ということで同じく執行体制、庁内組織、有識者

会議、市民アンケート、企業の皆様へのアンケートなどを参考資料編として入れさせていただ

いております。それから、本日間に合いませんで申しわけないんですが、巻末に用語の解説と

いうのをぜひ入れさせていただきたいと思っておりますので御了解ください。 

 私のほうからは以上でございます。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 委員長、その他よろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） その他。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 総合政策部の資料のその他で。 

○委員長（北川勝義君） はいはい。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 続きまして、その他で１件御報告をさせて

いただきます。 

 備前片鉄バスの運行廃止によりまして、赤磐市と和気町で運行を開始いたしました赤磐市広

域路線バス赤磐・和気線の運行状況でございます。10月１日からの運行開始ということでござ

いまして、約半月間の運行状況でございますが、月曜日から土曜日までの運行ということでご

ざいまして、月曜日から金曜日までが１日往復で８便、土曜日が１日４便ということで、８月

につきましても１日往復で４便というふうな運行状況でございます。現在までの利用状況でご

ざいますが、10月１日から19日までということでございますけども、15日間でございます。１

日当たりの利用が12.5人という状況になっております。これにつきましては、ほぼ想定内とい

うことではございますけども、備前片鉄バスが運行いたしておりましたときには周匝から片上

までの運行ということでございましたが、今回は周匝から和気駅間ということでございます。
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単純な比較はできませんけども、先ほど申しましたようにほぼ順調な運行というふうに考えて

おります。簡単でございますが、バスの運行につきましての御報告をさせていただきました。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありますか。 

○副委員長（佐々木雄司君） じゃ、ほんなら。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） おはようございます。 

 質問というあれじゃないんですが、ちょっと１個、パブリックコメントの件なんですが、も

うお答えされてるようなんでしょうがないなと思いながら、でもちょっとあれかなと思うて…

…。 

○委員長（北川勝義君） さきに言うてくれりゃええのにな。 

○副委員長（佐々木雄司君） そうなんですよね。２ページの総合計画に対する市の考え方の

お答えをいただいてる３番のことなんですが、市立高校の設置について云々ということでお答

えいただいてます。これ前段のなんですが、書いてわざわざ逆らう必要があるのかなと思った

りしたんです。普通、カスタマーサービスとか企業とかで、お客さんから御要望いただいてお

答えするときにはこういう書き方は多分一番ＮＧとして書かないと思います。結局何が言いた

いのかっていう、このことについて答えてる部分というのはこの下から４段目の、将来的な市

への県立高校誘致は必要なことであると考えておりますでということを言いたいわけですよ。

前段の部分に逆らうような話なんであえて、時々市役所がお答えされるとき、こんなことをさ

れることがあるのでちょっと気をつけていただけたらなというような意見を入れたいなという

ふうな感じでした。あとは特に私のほうからはありません。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとよろしい。僕は今副委員長が言われた話じゃねんじゃけ

ど、委員が議会がどうこうああじゃこうじゃというて口挟むということはする、口というんか

な、こうせえということを言よんじゃねんじゃけど、こういう大体、一番大事な赤磐市の第２

次赤磐市総合計画についてやることじゃから、こういう質問もパブリックコメントに出とんじ

ゃと、じゃからやっぱり各委員会全部やるわけじゃろ、これをな。こういうなんが出とんじゃ

と、出とるから委員会が言うたけえ書けという話じゃねんじゃけど、議長、副議長ぐれえに

は、議会と人によって使い分けいろいろしょうる、議会と行政は両輪じゃ言うたりするような

こともあるんで、やっぱりこういう意見も出とんじゃと。しかし、我々がこう言うたからそれ

にするというんじゃのうて、考え方はこれで書き方でもええんじゃけど、今副委員長が言われ

た話で、僕もちょっと聞きょって、いろいろうちの関係も学校もようしょったら反論は余り僕

はせんのですわ。言われてきた質問に厳しい答えというんか、イメージが悪うなるというたり

するから。結果的には、将来的にはあなたたちは難しいものと考えとる。 
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 しかしながら、言うちゃ必要じゃ、言ようること、民間じゃったらそういうこと絶対せんと

いうことを言いたかったわけ。じゃから、やっぱりそういうときもあるんで、それ直せという

ことを言よんじゃねんじゃけど、副委員長が言うた話と同じ、ここへ委員会がありゃ委員会の

ときにこういう意見も出とんですよと、ちょっとこれからは、先の話を、これ次のした折に、

見直しかけるときとかそういう意見を言わせてもらいてえというのが、赤磐市がようなってい

くという意味のことで、足を引っ張るという話じゃねんで、そう今思うたんで。時間もなかっ

たから部長も課長もばっとやられたんかもしれんけど、今意見を思うたんです。そのことにつ

いて何か考え方があったらわかりゃ言うていただきゃ、なかったらよろしいけど。 

 原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません、御意見ありがとうございます。 

 ここの３番のところで言いたかったのは市立高校、市立高校ということであると非常に財政

負担が大きくなるのでちょっと難しいかなということもありまして、はっきりお答えしたほう

がいいかなということで書いてしまっております。これを立ち上げますともうほかのことが一

切できなくなるような状況になると思われますので。それから、県立高校につきましても現実

的にはもう少子化の流れを受けて、統廃合という流れにありますのでなかなか難しいかなと。

ただ、そういった困難な状況、難しい状況にはあるんですが、将来的には何とかして赤磐市へ

県立高校の誘致を実現させたいなというような思いも対極的にありまして、否定するような、

肯定するような回答になってしまっとって申しわけないんですが、そういった複雑な事情を抱

えてこういう回答になってしまっております。そこの書きぶりにつきましてはまた再度検討さ

せていただきたいと思います。まだこれ公表してませんので。 

○委員長（北川勝義君） 直せるということじゃな。 

○総合政策部長（原田昌樹君） ええ。一応また。 

○委員長（北川勝義君） それじゃったら、ちょっと途中で、出してしもうてこうかなと思う

てキャッチボールが、そう思うた、わかりました。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません、いいですか。パブリックコメントへの市の考え

方として、ホームページ等へ掲載して公表するというような段取りになりますんで、御本人に

は直接は回答はしないんです。まだホームページ等も掲載しておりませんので、きょういただ

いた御意見を踏まえましてちょっと検討させていただきたいというふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） それから、ちょっと僕が言いたいのはもう一件なんじゃけど、僕は

これどういう市の考え方というのがわからんのじゃけど、１番の内陸部に位置するため津波に

よる被害の可能性がありませんとあるが、これを直せということで、自然災害、災害が発生す

ることはありますが、津波については僕は絶対、この赤磐市は津波は絶対ねえと思うんじゃけ

どな。絶対というていうたら、そりゃ備前、牛窓、あっちからだっと来たら、鳥取から来たら

そりゃ、僕はええわと思うて出しとんじゃけえ仕方がねえと思うて聞き流しょったんで、出し
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てねんじゃったら僕はここんとこはどうしてこういう市の考え方出しとんじゃろうか。 

 原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 絶対ということが言えないのでそういうふうにちょっと修正

をしているんですが、現実的にはないとは思ってます。 

○委員長（北川勝義君） いや、ええけどな、僕がそっちの立場でおったら、これに答えをす

るときは津波、内陸部に位置するんで、そういうことは想定してないと、また自然災害とか土

石流とかということはあるかもしれん、それはやっぱり土石流と津波とは全然関係ねえ話じゃ

からな。これ今ここの中の考えたら、津波じゃねえほかの災害も起きる話のことを前提にしと

るわけじゃろ。これ津波のことを言うとんじゃろ、津波のことを。 

 と思うたんじゃけどな、これでええんじゃったらええんじゃけど、ちょっと何か、納得、言

うてねんじゃったら考えていただきゃええんかなと思うただけで。 

 原田部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 済みません。本編の４ページのところをちょっとごらんいた

だきたいと思います。下段のところ、下から丸が４つ目の丸のところです。 

 南海トラフ巨大地震に対しても低い、津波による被害の可能性が、非常にぐらいでどうでし

ょう。非常に低い地域ですとか、まずはないとは思うんです。 

○委員長（北川勝義君） まあえんじゃけど。ちょっとええ。 

○総合政策部長（原田昌樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 僕はこれはもう、さっき佐々木副委員長が言うたんと同じで、これ

はもう出しとると思うとるから。 

○総合政策部長（原田昌樹君） いや、まだ出してない。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、出しとると思うとるからもう言うてもいけまあという考

えがあったんが１つなんじゃ。じゃから、希望的には次からするときには我々の意見も聞いて

いただきてえとかという、そうせえ言うんじゃねえ、両輪じゃからという話もしたわけ。今こ

れ、ここを見てここへ蛍光ペン引いとんよ、最初に説明、遠藤課長が言うたときに。津波がこ

こはもう、南海トラフの大地震とか、津波によるだけはな、ほかのとこはええんじゃ、南海ト

ラフあるかもしれん、津波が来るというたら、ここへ海かどっかあるんかなと、ちょっと一瞬

思うた、非常にでも何でも言葉はええんじゃけど、市民のほうがこの意見言うてこられたんじ

ゃけど、パブリックしてきたんじゃけど、津波がここへある、何か非常にあおるというんか

な、ようわからん、言い方、説明わからんわ、ちょっと何か。もうちょい可能性が低い地域で

すというんか、可能性が低いというたら来る可能性があるということじゃけど、ゼロとかそう

いう話じゃなしに、何か津波以外のことを書いとんじゃったらええと思うたんじゃけど、津波

のこと、南海トラフのことはあれじゃけどちょっとそう思うて。答えはようわからんのじゃけ

ど、地震が来んやこ言よりゃへんで、地震のことはええ。 
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 部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） そちらにつきましても非常に低いとか、ほとんど考えられな

いとか、そこをいった表現に、そこらあたりも修正を。 

○委員長（北川勝義君） いや、僕はええんじゃけど執行部のほうでと思うただけで。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 確かに、ただあおるというつもりは全くなくて、最もほとん

どないというふうにうちも思ってましたんで、ただ限定的に絶対ないかと言われると、確かに

100％ないとまでは、どういった津波が来るかにもよるんですけど。 

○委員長（北川勝義君） ここが津波被害じゃったら、岡山県のうなっとろう。よろしい、わ

かりました。 

 他の委員さんありませんか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済みません。今気がついたんですけど、今その４ページの津波による

被害の可能性低いという文章の上に地震による揺れや液状化による被害の危険性が低い地域で

すとあるんですが、たしか地質の研修というんか受けたときに、特に旧山陽町、山陽町、この

あたりですけど液状化の可能性が高いと聞いとんですけど。現に図書館の建設のときに地下水

とかいっぱい水が出て、工事が一回中断したことがあるんですよ。そういった地域なんで、液

状化は低いことはないと思うんですけどどんなんですか。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、市長。 

○市長（友實武則君） ありがとうございます。いろいろ御指摘いただきました。 

 ここのところで、このパブリックコメントが言いたいことを言いますと、この心配ないよと

いう言い方は市民に対して危機管理意識の希薄につながるんではないかというふうな提案でご

ざいますので、これは津波以外の、例えば揺れによる被害、それからさっき松田委員に言われ

た液状化、あるいは揺れによっての火災、または風水害、土砂崩れ、そういった被害に対して

はしっかりと危機管理意識を持たないといけないということでございますので、そういう表現

に見直しをさせていただければと思います。今ここでこう変えますということはちょっと考え

させていただいてのことで、後ほどまた御報告させていただいたらと思いますが、どうでしょ

うか。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員よろしいか。 

○委員（松田 勲君） はい、よろしいです。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 今の例えで市立高校の設置につきましてはというような話があるんで
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すが、この10年前の合併以前の協議会においては10年たったら県がまた見直しの方針を発表す

るというようなあれになっとったと思う、話。じゃけど、全くそういう話がまずない。消防に

おいても35万人体制の本部統括にするというような話も出とったけど全くない。じゃから、市

が独自で物事を判断してやっていくんか、それともそういう岡山県の当初の目的の岡山県を４

つのあれにするというような目的が10年少々前には発表されとったわけじゃ。じゃけど、そう

いうことが全く、知事もかわり、各県の担当部長も10年たちゃ定年になってかわっとんじゃろ

うけど、行政というものは継続じゃと思うんですが、赤磐市においてもやっぱしこういうふう

な何を言いてえんかわからんような、この文章でええんかなと。じゃけえ、一番上を見たら市

の考え方とこう書いてある、枠の中に。市の考え方にしたら、言われたことをそのまま書いと

るだけのようなもんで、もっとまとめた、原田部長は立派な人らしいから、そういうのまとめ

て、赤磐市として市の考え方が伝わるような文章にしてもらいてえと思うんですけどどう思い

ますか。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 今回パブリックコメントでいただきました御意見に対しまし

て、市としてはそれに対してこういうふうに考えておりますということで今つくっているつも

りでございますが、いろいろ御指摘を受けまして不十分な点もあることから、そのあたりはい

ただいた御意見を参考にして修正をして、直していきたいと思いますので、また御指導のほう

をよろしくお願いしたいと思います。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） じゃから、やっぱしこの文章をもう少し、こんなんじゃなしに市の考

え方という文言がある以上はもうちょっと聞いたら、市がこういう考え方であるんじゃとい

う、これじゃったらで、実現に向けて努力という絶対あり得んという話をするような物の考え

方がおかしいんじゃねんか言よん。 

○総合政策部長（原田昌樹君） 高校のところで。 

○委員（下山哲司君） そうそうそうそう。じゃから、これは例えじゃ、ほかにもあると思う

んじゃ。やっぱりこういう取りまとめができとらんということに関しては総体的にでき切っと

らんのじゃねえかと思う。 

 というのは何かというたら、市が本当にこれをやることにおいて、市を本当にこういうふう

にするんじゃというあれがあって書いとったらこうならんと思う。もう少し見る人に伝わる文

章になるんじゃないかと思うんじゃけど、ただ形式的にやりょうるというふうにしかとれんか

ら言よんで、その辺をちょっと。 

○委員長（北川勝義君） はい、原田総合政策部長。 

○総合政策部長（原田昌樹君） ただ単に形式的にやっておるつもりは全くございませんで、
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精いっぱいやらせていただいてるつもりでございます。高校のところにつきましても、将来的

には、以前は備作高校というのがありましたが今はそれが廃校になりましてなくなっておりま

す。そのため市内の中学校を卒業した生徒は、市外までの通学というのを余儀なくされている

状態でございます。私立高校はありますが、公立高校につきましてはそういう状況になってお

りますので、この総合計画の期間であります10年というスパンでの実現というのがどうかなと

いうのは、難しい状況であるというのはわかっておるつもりなんですが、何とか将来的には赤

磐市内へ県立高校の誘致というのを実現していきたいなという思いは持っておりますので、何

とかそのあたりは頑張っていきたいということで、そこへ書かせていただいております。そこ

は正直な思いとして入れさせていただいてる次第です。御理解いただけたらと思います。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 合併以前に備作高校は定員、備作高校が一番多かったときは660、閉

校前が90、学年30で推移して、県の方針で廃止になったんじゃけど、当時の小原教育長が県の

教育委員会に出ようるときに、わざわざ備作高校を残すために県の教育委員会をやめさせて教

育長に据えて、存続のあり方というのをやって、もう確定しとったん。それを合併した担当者

が投げてしもうて、途中で放り投げたから、それ小原さんに聞けばわかるんじゃけど、わざわ

ざ県の教育委員会をやめて、教育長になって、段取りをして、合併してなかったらできてます

よ、今、特殊な学校が。じゃけど、やっぱりそういうふうに身を挺してまで頑張るという姿勢

のない者にはもう成り立たんと思う。人生かけてやられたからそこまで行っとったんじゃけ

ど、合併なかったらできてますよ。合併になって赤磐市が投げたんじゃ、せずに。 

 じゃから、そういう面で、こういう文章もそりゃ仕事じゃからせにゃいけん。いけんのんじ

ゃけど、もう少しそういうことが伝わるような文章にしてほしいというのが今の意見で言よう

るわけで。やりょうることが希薄なんじゃねえかと、さっきのメーターのことでもそうじゃ。

絶対あり得んようなことがあり得ることがおかしいんで、そういうことを踏まえてもう少し、

伝わってくるものがないんよ、仕事しょうるのを見て。それが伝わってくるような感じでやっ

ていただきたいというのが、なかなかできんことをやるんじゃから。じゃけど、将来はこうい

うふうに考えとるというようなことが載っとれば。じゃけど、努力してまいりますというの

は、これはもう当たり前の言葉。そうじゃなしに将来はこういうふうにというのが、県の動向

とかそういう勉強も踏まえた中で出てきたら、ああ、頑張ってもらえとんじゃなと思うんじゃ

けど、恐らく僕のほうがよう知っとると思うよ、県の動向から長う。じゃけど、それを一々言

よったんじゃ事にならんからあれじゃけど、もう少しそういうなんが伝わるようにしてほし

い。要望です、いいです。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 言え、遠藤おめえ。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 遠藤課長。 

○まち・ひと・しごと創生課長（遠藤健一君） 済みません、先ほどの本編４ページのところ

で、１、地勢の今話題にしていただいております災害の下から２番目の丸が１つ前へ出ており

ます。このあたりの体裁はきちんと修正をさせて、全体的に見直して訂正をさせていただきま

すので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 副委員長が見つけたけえというて、黙っとったらこのまま印刷して

えて、また下山さんがこれはどういうことなというて、おめえ、感謝をせえ、感謝。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なかったら、その他のことでちょっと１つ、さっき和気、備前片鉄

のして、大変感謝して、１日も出て、朝６時50分かな40分か出てから言わせていただいて、同

僚の下山委員もこれを言うてくれてできたということで感謝しておりますというて皆さんに報

告したんですけど、実はこのことの片鉄バスはええんです。 

 いや、広域バスなんです。もう知っとられる方もおられると思うじゃけど、ある意味でいう

たら本当に運転手さんは困っとって、事業者が困って、運転手さんが困って、乗る人が困っと

んで言うてくれということがあったんで、知られる方は知っとる、知られん方は知られんじゃ

ねえかと思うんじゃけど、赤坂のほうから乗られる方で、どなたとかは言いません、乗られる

方で下が管理が悪いというんか、びしょびしょになったりしてバスに乗られとる人がおるんで

す。においももちろんします。ちょっとぐれえじゃったらええんじゃけど、後にシートに座る

人も困ります、わからんから。座った人も現実おります。それで言われて、乗るなとは言えれ

んのんで、それはもう市のほうへ相談来とったと思うんです、連絡あったと思うんです。聞か

れとる、聞いてねえ。聞いとるじゃろ。やっぱそういうなんがあるんで、したらやっぱりせっ

かく広域バスとか片鉄バス乗りょうてもそういう人がおって汚れるとかそうなったら、そのバ

スは汚ねえけんとか、もし僕がどっか行くとき、病院行くとき、スカートでぬれたら、それに

乗るまあという可能性が大になるということがあるんで、もし聞かれとんじゃったら、きょう

どうこうというんじゃねえですけど、今後そういう問題が起きんように、例えばシートでも、

宇野バスじゃったら僕はもう乗せんと思うわ、次、いっつもいっつもあったらな。たまには、

10回に１遍ぐらいええけど毎回じゃったら困ると思うんで、服とかシートでもしときゃ拭ける

んじゃけど、運転しょうる人がそれ一々そこを見てというんじゃのうて、やっぱり乗っとるお

客さんからクレームがちょろっと出ようるような話が出たんで、極端な話、スクールバスじゃ

ったら見ちゃってください、福祉バスとか、市民バスとか。スクールバスって誰か１週間に１

遍ぐれえするんじゃったらええ、毎回してなったら本当困るんじゃねえかと思うんですわ。い

じめが起きたり、例えばの話ですよ、そうなるんで。 
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 きょう対応がどうこうというのはわからんでええんじゃけど、そういうことがあったという

ことを知っとられりゃええんで、せっかく広域バスやりょんのを皆さん喜んでくれとんじゃけ

ど、やっぱりちょっとにおうというたりする話が、その時間帯には乗りとうねえけえ早う乗る

とかというのがあったんで、もしあったら対応していただきたい。これは要望というより、ぜ

ひしていただきてえということで、徳光参与が知っとるというて言われよんで、ここではどう

こうじゃねんでやってください。 

 以上です。 

 それに意見があったら言うてくれ、なかったらよろしい。別に無理して言うてもらわんで

も。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 徳光参与。 

○総合政策部参与兼秘書企画課長（徳光哲也君） 今、委員長から御指摘のありました件につ

きましては運行事業者様から我々のほうに報告が上がってきております。詳細をまた調査をい

たしまして対応してまいりたいと思います。ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ総合政策部は終わりたいと思います。 

 続きまして、総務部、お願いします。 

○総務課長（入矢五和夫君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○総務課長（入矢五和夫君） 総務部のほうから報告案件が３件ございます。 

 総務部の資料のほう、まず１ページ目のほうをおはぐり願いたいと思います。 

 １としまして、赤磐市長及び副市長の給料の特例に関する条例の専決処分についてでござい

ます。 

 冒頭の市長の挨拶でも申し上げさせていただいておりますが、先日発生いたしました水道メ

ーターの期限切れの件で、専決処分によりまして市長及び副市長の給料月額について次のとお

り減額するものでございます。給料月額につきましては市長の給料の４分の１を減額、具体的

には89万円から66万7,500円とさせていただくものです。それから、副市長につきましては給

料の５分の１を減額ということで、70万円から56万円に減額させていただくものでございま

す。期間につきましては、この11月１日から来年１月、３カ月間を予定しておりまして、３カ

月の合計で２人合わせて108万7,500円の減額となるものでございます。12月の議会のほうで専

決処分の報告をさせていただく予定としております。よろしくお願いいたします。 

 総務課からは以上でございます。 

○くらし安全課長（歳森正年君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○くらし安全課長（歳森正年君） くらし安全課から２点連絡をさせていただきます。 

 総務部資料の２ページから３ページにチラシをつけさせていただいております。 

 あかいわキラリ★安全フェスティバルの開催についての御案内をさせていただきます。 

 11月22日日曜日、山陽ふれあい公園体育館にて、交通安全標語優秀作品の表彰や防災、防

犯、消費生活、交通安全などの各種イベントを計画しております。開催につきましては、広報

紙やホームページなどでお知らせをさせていただく予定でおります。また、議員の皆様には別

途御案内をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、総務部資料の４ページをごらんいただきたいと思います。 

 緊急地震速報訓練を11月５日木曜日10時ごろに実施いたします。この訓練は、緊急地震速報

を聞いてから強い揺れが来るまでの短い時間の間に慌てずに身を守る行動を経験していただ

き、いざというときに役立てていただくための訓練となっております。気象庁が配信する緊急

地震速報を防災行政無線で市内全域に放送を行います。放送内容は中ほどにある原稿のとおり

放送されます。この訓練については広報紙、ホームページ、防災行政無線でお知らせを行う予

定でおります。 

 くらし安全課からは以上です。 

○委員長（北川勝義君） 総務部のほうから説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問がありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで総務部を終わりたいと思います。 

 続きまして、財務部、説明をお願いしたいと思います。 

○管財課長（高橋浩一君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○管財課長（高橋浩一君） 管財課からは新電力導入について御報告させていただきます。 

 お手元の財務部の資料をごらんください。 

 新電力調達に係る工程表でございます。本庁舎と桜が丘いきいき交流センターの新電力導入

について、現在一般競争入札を行う準備を行っているところでございます。年明けには落札者

と契約を締結いたしたいと思っております。落札者により３月末までに使用電力自動検針器取

りつけを行い、４月から新電力にて供給を開始をする予定でございます。 

 今後については、本庁舎及び桜が丘いきいき交流センターの新電力の状況、様子を見なが

ら、よければ他の公共施設への新電力導入を進めてまいりたいと思います。 

 以上で管財課からでした。 

○委員長（北川勝義君） 財務部のほうから報告が終わりました。 

 何か質問ありませんか。 
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○副委員長（佐々木雄司君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、佐々木委員。 

○副委員長（佐々木雄司君） 済みません、お尋ねします。 

 新電力調達していただくあれはいいんですが、現在中国電力さんと使わせていただいて、地

域防災計画の中には要するにインフラの企業さんということで、この防災計画に協力していた

だいて、赤磐市あるいは周辺のほうで何かあったときには連携をとってやるっていう話なんで

すが、これ新しい会社がそういうところに入ってきて地域防災計画とかの影響はないんでしょ

うか。お金だけの問題なんですかね。 

○委員長（北川勝義君） わかった。誰が答えるん。おい、答えよ、おめえ。市長、答えりゃ

ええが。 

○副委員長（佐々木雄司君） ほんならいいです、また今度でいいです、教えてもらえれば。 

○委員長（北川勝義君） いや、僕は変な話じゃのうて、副委員長が言ようる、今中電が入っ

とるが、協力でなっとるが、それが中電じゃのうて、もし北川という個人がした場合に、中電

もしてくれるんじゃろうと思うけどどうなるんならということの心配もしょうられるわけじ

ゃ。それと僕はまだほかのことをちょっと聞きたかった。並びじゃけど。 

 調達の人がおるんかなと思うて、どんなんかなと思うて、今言い出して。それと、メリット

というのは安いということかな、結論。ちょっと二、三点、合わせて。おめえ頭ばあ振らずに

誰かせえよ。 

○管財課長（高橋浩一君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○管財課長（高橋浩一君） 大体７％から８％安くなってまいります、料金的に。 

○委員長（北川勝義君） せえで、あとは、あとのは。メリットで、あと中電やこになった場

合のデメリットじゃねえけど。 

○管財課長（高橋浩一君） 例えば新しく電力会社と契約しまして、もし何かの都合により電

力がそっから来なくなった場合は中国電力のほうでバックアップが行われますので、その辺の

問題はございません。ですから、デメリット的にはないと思います。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って、佐々木委員、よろしい。 

○副委員長（佐々木雄司君） 大丈夫です。 

○委員長（北川勝義君） 調達というのはどっかがあるん、中電以外に。最後、答え。 

 近藤部長。 

○財務部長（近藤常彦君） 安定供給にもし新電力が毎日市側に供給することができなくなっ

た場合でも、かわりに一般電気事業者の中国電力が電気を供給するという２者間で契約を結ぶ

ということになっておりますので、市への電気の供給がストップするようなことはありませ

ん。現在、岡山県内でも岡山県、津山市、倉敷市などで今、既に実施をしております。 
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○委員長（北川勝義君） 中電がバックアップすることじゃな、中電が最終的には。 

 違う、それじゃのうて、ここに、ちょっと待って業者、どこどこ業者あるん。      

例で、ぎょうさんいるから１個でもどこでもええ。 

 はい、部長。 

○財務部長（近藤常彦君） 業者は全国で５月のときに調べたときに業者が600……。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う、僕、何が言いてえというたら、中電以外で僕はわからん

けえ桜が丘の太陽光しょうるとこ、そこやこうからでも買えるんかという話を今しょうとした

だけの、どんなん、どういうことで。どっからでも来れるん。 

○財務部長（近藤常彦君） 現在行っとるところで、例えば株式会社エネットとか、岡山県内

の業者でも、今登録されてる業者で10業者ぐらいございます。 

○委員長（北川勝義君） エネットというたら中電じゃねん。中電じゃろ。ＥＮＥＯＳ。 

 よろしい、よろしい。 

 下山さん。 

○委員（下山哲司君） 供給の仕方にいろいろあるんじゃけど、どういう供給方法で、どうい

うところがやるんか、そういうぐらいの説明はちょっとやってほしいと思う。供給方法にもい

ろいろあるんで、じゃからどういう供給方法で、どういうふうに、どういうところがやるん

か、応札に対応するんか、その辺ぐらいの説明はちょっとしといてください。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん、12月、１月とかやることになるけん、じゃから11月のと

きに詳しゅう説明してもらやええんじゃろう。 

○委員（下山哲司君） 考え方だけちょっと。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○管財課長（高橋浩一君） 電気の供給方法につきましては現在中国電力が使用している電線

を用いて、そっから電力を供給いたします。こういった事業に参加されて、手を挙げてる業者

というのは太陽光発電を行ってる業者、またはバイオマス燃料とか、小水力発電、そういった

電力をつくってる業者が手を挙げておられます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 今僕もちょっとよう、まあええわと思うてわからなんだけど、11月

の委員会のときに、資料か何かこのけえなるんじゃ業者名どうのは入れんでもええんじゃけ

ど、ちょっと説明、考え方、マイナスなら県庁もやりょうるし、津山市もやりょうるとわかる

んで、ちょっと出してください。 

○管財課長（高橋浩一君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○総務部長（馬場広行君） 委員長、１点。 

○委員長（北川勝義君） 馬場部長。 
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○総務部長（馬場広行君） 最初の今の地域防災計画の関係。 

○委員長（北川勝義君） 馬場部長。 

○総務部長（馬場広行君） 最初の佐々木委員のほうから地域防災会議のメンバーということ

でございました。 

 それにつきましては、まず中国電力が参加されまして、外れるかどうかというの、どこがと

られるのかわかりません。そういう問題もありますけれども、それと中国電力に関しましては

市役所の中で、市内全域に今供給をしとるような状況でございます。したがいまして、中国電

力を除いてというようなことには到底なりませんので、今後とも御協力いただきながらやって

いくということになります。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければこれで財務部のほうを終わります。 

 続きまして、教育委員会のほう入りたいと思います。 

○教育総務課長（藤井和彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤井課長。 

○教育総務課長（藤井和彦君） まず、教育総務課からは教育振興基本計画について説明を申

し上げます。 

 資料１ページをお願いいたします。 

 この教育振興基本計画につきましては、教育基本法の規定に基づきまして、教育の振興に関

する施策についての基本的な目標や方針を定めるものでございます。今年度赤磐市の第２次総

合計画の策定内容を踏まえまして、教育委員会議に諮りながら策定作業を進めてまいりまし

た。また、地方教育行政法の改正によりまして、市長が協議に関する大綱を定めることとされ

ております。６月の総合教育会議におきまして、今年度策定するこの教育振興基本計画、これ

をもって大綱にかえることと決定しております。今月の教育委員会議で、この基本計画案を

10月29日開催の総合教育会議に提案することとなりましたので報告を申し上げます。 

 まず、教育理念につきましては、互いに相手のことを理解し、思いやり、支え合う、そうい

った豊かな人間性を育成することがまちづくりにつながるという観点から、お互いを尊重し、

笑顔が輝く人づくりとしております。 

 次に、基本方針は、今後の教育行政を推進する上での基本的な考え方をお示ししておりま

す。 

 ①の生きる力の育成、豊かな学びと健康な体づくり、②の人が輝き、地域社会が輝く、生涯

学習社会あかいわの実現、③のゆとりと生きがいの創造、この３つの方針を掲げております。

学力向上や問題行動など、多様な教育課題への取り組みとして教育改革を積極的に推進してい
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くとともに、少子・高齢化、核家族化、高度情報化の進展等から生まれるさまざまな課題にも

的確に対応していきたいと考えております。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 ２ページには基本目標といたしまして、学校教育、家庭教育、生涯学習、スポーツ、文化の

振興などにつきまして、現状の課題に対応していくための今後の施策展開の方向性をお示しし

ております。①から⑤までの区分で整理をいたしております。 

 教育総務課からは以上で報告とさせていただきます。以上です。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（石原順子君） 続いて、学校教育課から３点報告をさせていただきます。 

 ３ページをお開きください。 

 まず、第１点目です。赤磐市のホームページに掲載する平成27年度全国学力・学習状況調査

の結果及び赤磐市の今後の取り組みということで、３ページから11ページまでをホームページ

に掲載する予定です。簡単に御説明いたします。 

 ３ページがホームページの表紙になります。これは全国学力・学習状況調査の目的、調査内

容、調査対象を示しております。４ページ、５ページが小学校６年生の調査結果をグラフに示

したものです。グラフの見方については、４ページの下に示しておりますが、棒グラフがそれ

ぞれの調査の赤磐市の児童・生徒の結果、そして折れ線グラフのうち、三角のやや薄い印の折

れ線グラフが公立小中学校の県の結果、バツ印がついている濃い折れ線グラフが全国の結果と

なっております。４ページ、５ページが小学校６年生の学力調査結果、続いて６ページ、７ペ

ージが同様に中学校３年生の学力調査結果となっております。また、６ページの下の段には学

力調査問題を見ることができるように工夫をしております。 

 さらにおめくりいただいて、８ページ、９ページですが、これは学習状況調査の結果のう

ち、特に赤磐市が重点的に取り組んでいること、また課題となる部分について特徴的な結果を

示しているものです。項目としてはメディアとのつき合い方、家庭学習の習慣、また時間、９

ページの授業での取り組みという、この３点について示しております。これ表がやや見にくく

なっているのですが、例えて言いますとメディアとのつき合い方の中の上段が赤磐市の小学

校、下の段が赤磐市の中学校というふうに小中を並べて示しております。 

 さらに、10ページをお開きいただきますと、10ページには学力調査から見えてくること、ま

た学習状況調査から見えてくることとして、それぞれの分析結果と今後の取り組みの要点を示

しております。 

 最後に、11ページには現在の赤磐市の取り組み、特に学力向上アクションプランについて示

しております。 

 なお、これらのホームページ原稿につきましては、カラーで掲載する予定にしております。 
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 以上、まずホームページ原稿についての御説明を終わります。 

 続いて、12ページからですが、平成26年度児童・生徒の問題行動等に関する調査結果につい

て御報告いたします。 

 12ページ、13ページをお開きください。 

 ９月16日に文部科学省から児童・生徒の問題行動調査の結果のうち、いじめを除く部分につ

いて岡山県、全国の調査、また岡山県におきましては12ページにありますように市町村別の結

果が公表されております。 

 ここでは主に13ページ、赤磐市の状況について簡単に御報告をさせていただきます。 

 まず、１番のいじめについてですが、いじめの認知件数は小学校においては増加、済みませ

ん、25年度と26年度の比較を主に説明いたしますが増加、中学校においてはほぼ横ばいとなっ

ております。成果と課題の部分、１行目の後半に示しておりますが、解消はいじめについては

括弧内が解消件数ということで、26年度については全てのいじめが解消してはいるのですが、

継続して観察しているケースが小学校で２件、中学校で10件あります。市内の各校において

は、いじめを考える週間等で児童・生徒の主体的な取り組みの推進や発達段階に応じてのいじ

めを考える取り組みが進められておりますが、現在よく話題になりますＳＮＳ等でいじめを認

知しにくい状況もあります。そこで、今後とも携帯端末の利用がいじめにつながらないように

するためのマナーの向上や保護者への啓発を進めていく必要があると考えております。 

 続いて、２番です。暴力行為についてですが、25年度、26年度の部分を見ていただけたらと

思うのですが、小中学校とも、昨年度よりわずかに減少しております。成果と課題にあります

とおり、毅然とした指導と心に寄り添う指導を両輪とした取り組みを継続して行っていること

が一定の効果を上げているのではないかと思います。今後とも関係機関と連携しつつ、暴力行

為が発生しない、いわばその前の段階で心に寄り添う、また毅然とした対応を行うという部分

を強化していきたいと考えております。 

 最後に３番、不登校の調査についての報告です。 

 25年度、26年度と見ていただきますとおわかりかと思うのですが、小中学校ともに減少傾向

を示しています。教育相談活動の充実や初期対応、欠席管理の徹底が一定の成果を上げている

のではないかと思います。しかしながら、中学校においての不登校の出現率はまだ高い状況が

続いておりますので、今後とも長期欠席者を含めた未然防止、また不登校児童・生徒の自立支

援の充実に進めてまいります。 

 また、先ほどいじめについて、赤磐市の状況について御報告をいたしましたが、県下の状

況、また全国の状況については文部科学省において再調査が行われているということで、全国

調査の結果はまだ発表されておりません。赤磐市の状況についても速報値での御報告となって

おりますことをあわせてお知らせいたします。 

 最後になりましたが、頑張る学校応援事業優良実践校の決定について御報告いたします。 
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 14ページをごらんください。 

 10月16日に岡山県教育委員会は、県内30の小中学校、一部中学校区を含むのですが、これら

の小中学校を頑張る学校応援事業優良実践校に決定いたしました。赤磐市からは山陽小学校、

磐梨中学校の２校が選定されました。 

 15ページ、16ページには新聞の報道資料をつけております。特に山陽小学校においては自己

肯定感を高めるための授業づくりや特別活動の推進による意欲の向上、磐梨中学校においては

授業改革、人権教育の推進と地域との連携による開かれた学校づくりが評価されたものと考え

ております。今後は市内２校の取り組みの具体を赤磐市内の他の学校に紹介するだけではな

く、今回表彰されました30校の取り組みを市内に普及させていきたいとも考えております。 

 学校教育課からは以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、三宅館長。 

○中央図書館長（三宅康栄君） それでは、図書館からサマータイムについての御報告をさせ

ていただきます。 

 資料はお手元17ページになります。 

 図書館では昨年度図書館協議会からいただいた意見書に従い、生活に役立つ身近な図書館を

目指し、運営に工夫と改善を加えていく中で、まず最初に取り組むべき課題として、利用者か

ら積極的に取り組んでほしいと要望の高かった開館時間の延長について、サマータイムとして

取り組みました。その結果について御報告させていただきます。 

 まず、サマータイムの概要ですが、実施期間は平成27年７月１日から９月30日の３カ月間、

実施内容としましては中央図書館では朝９時から午後７時まで、それぞれ１時間ずつの延長、

地区図書館では朝９時から午後６時までの開館、こちらは午前中１時間の延長です。そして、

全館では毎月最終金曜日に実施している館内整理日を開館といたしました。 

 お手元の資料では、まず一番上の表、延長時間中の来館者数、こちらは午前、午後、それぞ

れ１時間ずつの延長時間の来館者数を７月、８月、９月と月別、館別にまとめたものです。地

区館は午前のみの延長でしたが、中央館は午前、午後、両方１時間ずつ延長いたしました。そ

の表をごらんいただいて、午前の来館者が多かったというのが見ていただけるかと思います。

また、次の表は７月から９月の１日当たりの来館者数の平均、これを昨年度、平成26年度と比

較したものです。開館日数につきましては、昨年、平成26年度は３カ月で76日、今年度は79日

でした。館内整理日を開館した日数だけ開館日数の増となっております。 

 続きまして、一番下、最後の表になります。 

 ７月から９月の月別来館者数の比較になります。これを見ていただきますと、それぞれの

館、平成26年度、平成27年度来館者数、その様子が見ていただけるのではないかと思います。

今回の実施状況から、中央図書館は近くに商業施設や銀行などが多く、早朝の開館時間に来館

することで１日のスタートを早く切ることができ、その後仕事や買い物などに充てるなど、
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日々の活動時間が広がり、有効に時間を過ごしていただくことに役立ったのではないかと思い

ます。また、夕方の延長時間においても、一日の締めくくりに新聞や雑誌を手にゆっくりくつ

ろがれる姿も多く目にいたしました。また、サマータイム期間中の８月25日から９月８日の

間、来館者の方にアンケートを実施いたしました。その中で、開館時間の延長により感じられ

た点についてお聞きいたしました。幾つか御紹介させていただきます。 

 その一つ、生活リズムの中に図書館利用が含まれるようになった。仕事帰りに立ち寄ること

ができ、翌日朝から資料として利用できた。病院での待ち時間に利用できた。暑い時間、子供

と一緒に図書館で涼しく過ごし、それで共通の目的が達成できた。夕方の５時から７時、この

時間帯が有効に使えた。夕食後、家族全員で来れたなど、多くの方から有効に時間が使えたと

のコメントをいただきました。しかし、その反面、職員のシフトの関係からカウンターに立つ

職員が少ない時間帯ができてしまいました。そのことから、資料を探すのを職員に頼みにくか

った、サマータイムは必要ないと思う、無理をしなくてもよいなどの御意見も頂戴いたしまし

た。 

 今回いただいたこれらの御意見、これも試行の結果と合わせて、貴重なデータとして来年度

に反映させていただき、これから暮らしに役立つ身近な図書館を目指して、工夫と改善を進め

ていく上でしっかり役立てていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 教育委員会のほう終わりました。執行部のほうが説明終わりまし

た。 

 委員の皆さん、何か意見がありますか。 

 はい、松田委員。 

○委員（松田 勲君） 全国学力の件なんですけど、３ページに、これはちょっと言葉のあれ

なんですけど、今後の取り組みについてお知らせします。結果と今後の取り組みについてと書

いてあるのに、11ページには現在の赤磐市の取り組みになってるんですけど、その辺何かおか

しいんじゃないかな。これ見よったら、これからするんか、しているんか、よくわからないと

ころがある、今してることなのか、これからこういう結果をもとにこういうふうにやっていき

たいということなのかというんがちょっと表現がわかりづらいな。最初のほうは今後の取り組

みについて書いてあるのに、今現在になってるし、読んでたら何かその辺がちょっと曖昧なと

こがあるなと。 

 それから、結果は結果として出てるんですけど、10ページに下のところに、学校での取り組

みも大事だけど、家庭学習の習慣化についても結果から見えてるという話は書いてあるんです

けど、取り組みの中に学校での取り組みはあるけど、家庭に対しての取り組みというのが書か

れてないんで、これはどうなんかなあと、やっぱり家庭とあわせてやんないとなかなか難しい

んじゃないかなあと、今家で勉強しない方がふえてるというのが出てるわけですよね。それに
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対しては全く触れてないんで、その辺がどうなのかなというのがちょっと感じるんでしょうけ

ど、どんなんでしょうか。 

○学校教育課長（石原順子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長、石原課長。 

○学校教育課長（石原順子君） ありがとうございます。 

 10ページ、11ページのところで少し表現が足らなかったなと思うところがありました。11ペ

ージにつきましては、現在の赤磐市の取り組みそのものですが、これからの取り組みにつきま

しては、少しわかりにくいのですが10ページの、例えて言えば小学校の矢印がある枠の中の部

分に今後特に取り組みで重点的に行うところを書いております。例えば小学校、基礎基本の定

着は成果が見え始めているが十分な状態には至っていないので、基礎基本の習熟を図るための

取り組みについて改善を加えるとか、機会をふやす、解説を行う等のことが書いてあります

が、委員様が御指摘のとおり、ややわかりにくい部分があると思いますので、ここについては

改善を行ってまいります。 

 また、学力状況調査から見えてくることの部分で、家庭学習の習慣化のことについて御指摘

をいただきました。取り組みとしては現在、そこの一番下の行にありますとおり、各中学校区

をベースに家庭学習への取り組みの強化ということで進めてはいるところではあるのですが、

確かにこのことについては家庭との連携がさらに必要な部分だと思いますので、今後とも新た

な施策であるとか、取り組みを進めていきたいと考えております。 

 今いただいた御意見を受けて、３ページの赤磐市の結果と今後の取り組みについての部分の

表現を変えることも合わせて検討させていただけたらと思います。 

 以上です。 

○委員（松田 勲君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○委員（松田 勲君） それでいいと思うんですけど、要は今ホームページに出されると聞い

たんで、それだったらもうちょっとわかりやすいように、さっきここに書いてますとか言われ

たけど、これじゃなかなかぴんとこないと思うし、もう文字ばっかりですから、もうちょっと

わかりやすいようにされたらいいのになというとこですね。だから、通常はこういう結果が出

て、それから見えてくることはこういう状況ですと、そういう中で現在赤磐市はこういうこと

をやっています、今後こういうふうにしていきますという流れになっていくと思うんです。そ

れが何か点在してるような感じがするんで、もう少しまとめられたほうがわかりやすいんじゃ

ないかなと。 

 今後の取り組みの中に、現実ちょっと厳しいとこがあると思う。中学校は今回よかったとい

うのはあるんですけど、中には教科によっては厳しいところもあるんで、こういったことをし

っかりわかるように、具体的な取り組みがわかるようにもう少しされたほうがいいと思うし、
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出すことが目的じゃないんで、実際現場ではそういったことも含めてやられたらいいんじゃな

いかなと。単に岡山型の学習指導スタンダード言われても余り詳しいことわかんないと思うん

です、そんなん書かれても。それが本当にいいのかどうかもわからないし、岡山県がいいのか

どうかがあるので、その辺が僕らにはちょっとわかりづらいなと思って。もう少しわかりやす

く、出されるんだったらもうちょっとまとめられたほうがいいんじゃないかなと、要望ですけ

ど。 

○学校教育課長（石原順子君） はい、ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。ちょっと１点、僕から言うたらおえんけど、いっつも

市長、教育長、特に教育長、今思うんじゃけど、別に赤磐市の教育振興基本計画、教育大綱、

これはもう一番の大前提の話で、これさっきから言うように27年度から31年度の５カ年間をし

てやるのに、もう今、27年度というたらもう末期じゃが。後期に入ってきて、いっつも思うん

じゃけど、これ27年度から実施していく大綱じゃとか、例えば赤磐市規則を何をするというん

じゃったら、前年前というんかな、４月とか５月には実施できるようにするんが僕は考え、そ

れはそうじゃねんじゃと、こういうやり方が一番ベストじゃ言うんかもしれん。僕は職員しょ

うるときもいろいろ提言、意見を、言いてえこと言ようたですけど、やっぱり実施するときに

はもう６月ぐれえになったら実施できとんじゃというようなことをせなんだら、年度の終わり

の10月、11月、12月ごろにつくって、この年度は結果的にはさっきの総合計画でも結果、動い

てねんじゃねえかなということを言いたかったわけで、総合計画にしても皆、ちょっと要らん

話じゃけど、2015年からいくというんじゃったら、もう僕ははっきり言うて、おい、そりゃど

ういうことな言うて、いっとかなおえんのじゃ、ことし結論とかというたらそういうことじゃ

ろ、今言ようることが。前もってもうちょいいくべきじゃねえかな、行政じゃけえこういう考

えが、これでええんじゃといやええんかもしれんけど、ちょっと思うたん。これが単年でして

単年でやるもんじゃったら、結果的には使えんようになってしまうんじゃねえかなと思うて

な。12月議会にかけて、例えば議会じゃねえけど、これは10月に総合教育会議へかけるんじゃ

けど、10月ということは10月終わりますが、なってから、たった１年で終わるんじゃったら４

カ月で終わったということになるんじゃねえ、３カ月とか、例えばの話ですよ。今、ちょっと

思うたんで。 

 今後は、市長、教育長に対して、考え方として、事業をしていく年度じゃったら、補助金の

関係もあったり、それからいろいろな関係もあるんじゃろうけど、もうちょっと前倒しという

んかな、やるべきじゃねえかなと思うたん。これは要望ということより意見ですわ。どねえ考

えられとるかわかりゃあちょっと御答弁願いてえと思うたんで。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） ありがとうございます。 
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 特に教育大綱につきましては、もう昨年度決定をされまして、４月からは私たちは基本計

画、いわゆる重点計画というものを立てておりました。そのため、今回は教育振興基本計画を

教育大綱に充てるという前提で既に私たちは一生懸命案を練っておりました。今回10月29日

に、市長、教育委員会等を交えました総合教育会議、これはもう４月から頑張ってきたことプ

ラスもう少しこういう点をしっかりやってほしいという市長の意向等を含めて考えてまいりま

す。そういう面で、次年度に向けての方向性も含めた教育大綱にしていきたいと思いますの

で、今年度はうったての年でありましたのでおくれた傾向があります。ありがとうございまし

た。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 他にありませんか。 

 松田委員。 

○委員（松田 勲君） 済みません。もう一個ちょっと気になったのが、さっき委員長も言わ

れよった教育振興基本計画なんですけど、これ読んでたら文章が長いんですよね。文章こんな

に長かったら、読んでても途中でわからなくなる、もう少し短くできないですか。僕ら印刷会

社だったんで、なるべく短くしてわかるように伝えるのが仕事だったんですけど、これまさし

く行政の言葉だと思うんですけど、読んでたら多分長いと思うんですよ。例えば基本方針にし

ても、学力向上から云々と推進するとともにから、また２行目があってですよね。これ１文で

すよ、こんな長い文章、しかも横長で、読む人が途中で何言よんかようわからんような。下の

１のとこでも、学校、家庭から始まってすごい長いんですよ。こんな長い文章を続けたら誰が

理解できるんですかね。せっかくだったら、僕はもう少しわかりやすく、ましてやもっとイラ

スト入れるなり何かするんだったらまだいいんですけど、そういうもんじゃないとは思うんで

すけど、もうちょっと短くして、何を伝えたいかというのをもうちょっとまとめられたほうが

市民にとってもいいんじゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） 松田委員が言われたとおりのことを私言いました、今。文章が長過

ぎると。それで、訂正を一生懸命しておりますので、誰が見ても、誰が聞いてもわかりやすい

文章にしようということで、これはまだ案の段階で手直しが全部できてないのがここへ出てお

ります。本当に担当者も私たちも含め、教育委員会議でもそれを指摘して、また逆に指摘も受

けましたので、わかりやすい文章に心がけますので、ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） 教育長、ついでじゃけえあれするんじゃけど、義務教育できてから長

い年月がたってこれを新しくつくって、今までずっと僕も長年見てきたけど、特に今回のは長

いわな、取りまとめが。でも、項目的に言うたらどこが長いんかなというふうに思うんじゃけ
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ど、一番僕が教育長に聞きてえのは、こういう大綱を出すのは当然のことなんじゃけど、出さ

にゃいけん根拠の理由、反省点というのが、今までの教育の中で何を根拠にして、どこがどう

いうふうに変わった、今までとは変わったのを出すんかというのが伝わらんのよな。ただ、や

らにゃいけんからやりょうるというふうにしか見えんのん。じゃから、今までやっとったこと

のこれができてなかった反省点があるという部分を持っとんか、持ってねんか、教育長自身

が。その辺だけちょっと聞かせてください。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（杉山高志君） この地方教育行政法の変更の大きな理由が、いわゆる市長部局と教

育委員会部局との連携不足というのを取り沙汰されておりました。赤磐市におきましては、市

長部局、特に市長、教育長、副市長、毎週月曜日に三役会、集まる機会を設けております。こ

れは赤磐市の特徴としてあります。他の市町村等で毎週三役会で調整を図っているところはほ

とんどありません。ですから、今この赤磐市においてはしっかり連携がとれておりますので、

もう正直に申しますと、市長部局と私たちが本当に合意した部分プラス教育委員さんもこの会

に一緒に参加して市長と直接討論ができ、それは今までありませんでした、余り。ですから、

本当に教育長あるいは教育委員、市長、それから市長部局の幹部の人、教育委員会の担当者、

それが一堂に会して思いをしっかりと話し合って決まったことは、予算等も含めて一緒にやっ

ていきましょうと、そこまでの強いものは今までありませんでしたので、その思いをこの教育

大綱にあらわしていきたい、また理念としては変わってはおりません。赤磐の子供たちのため

に頑張っていこうというのはもう今までと同じ理念でありますので。 

 以上であります。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 今後の方針がちょっと変わって、どこが市長と教育長が違うとんかと

いうたら、金銭的な部分だけでしょう。今までの教育長が市長が加わらにゃあできなんだとい

うのは何の部分かというたら金銭的な部分。それから、教育長というのはやっぱりそれなりの

教育の基本を考える管理者じゃからな。どうも言ようられることが一緒にできたからようなる

んじゃというて、それじゃったら教育長が今まで仕事ができてねえように聞こえるんじゃ、逆

に聞いたら。じゃから、そりゃ僕の考え方で、教育に対して市長であろうが教育長であろう

が、教育の基本的なことには一緒じゃろう。どこが違うんかというたら、さっき言うたように

金銭を扱える人と扱えん人の差だけでしかねんじゃねえかと、僕はそう思うとんよ、今まで。

じゃけど、話を聞きょったら、そうじゃなしにどうも、ほんなら今まで市長がこういう市とし

て教育をしてほしいというのはやってなかったように聞こえるんよな、教育長の言うのを聞き

ょうたら。そうじゃあねえと思う。じゃから、さっきも言うたように反省点はどこにあるんか

というのは僕らには全然全く知らされたことがない、今まで。そういう部分で、変えるんなら
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そういう部分の反省点も人に言えるようにならなんだら、都合の悪いことはふたしとく、きれ

いなことだけ言うんじゃだめじゃと思う。やっぱりこういう反省点があったからこういうふう

にするんじゃというのを言うてもろうたら、僕らもようわかる。そういう物の考え方が、僕が

間違うとんか、言い過ぎなんか、その辺ちょっと教育長に。 

○委員長（北川勝義君） 教育長、短う言うてえよ。 

○教育長（杉山高志君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（杉山高志君） 言われるとおりです。しっかり市長部局と教育委員会部局が全県的

になかなか連携がとれてないところからこの制度ができました。赤磐市はしっかり連携をとっ

てやってまいります。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） はい。 

○委員長（北川勝義君） もう一点、ちょっと私のほうで忘れとったんじゃけど、余り言うま

あと思うたけど、図書館のこと、サマータイムのようなことをして何のメリットがあったんか

というのが、閉館時間の延長というのはこれは何ぼかええと思うんじゃけど、早うしたからと

いうて、そうぼっけ効果、来とんじゃけど、そりゃ時間的なことがあるんじゃけど、これ見て

僕吉井のことしかようわかりょうらんのじゃけど、大抵いっつも同じ者が同じ時間に来て同じ

文句言うて帰りょうるだけなんじゃ。たまに僕は１カ月に１遍ほど顔出してみようたけど、ほ

んま似た者で変わってねえわけ。この間決算のときに何ぼぐれえ本がのうなったらという話も

聞いたのはそういう意味もあって聞いたんで、僕は何が言いたかったというたら、６時とかで

もええんじゃ、７時までせんでも、それしちゃるのは肝心なことじゃと思うんじゃけど、朝の

早えの１時間早うしたからというてこれ意味ねえ、僕は個人的には図書館というたらもう皆、

都会的になったとこは別として、図書館というのは小中学生とか、子供が勉強してもろうた

り、活躍させてもろうたり、大きい話じゃねえ、学校にしてもじゃけど、図書館には行ったら

余り置かんでもええかもしれんけど、ようわからん、赤旗から、聖教新聞から各種、山陽新

聞、読売、経済新聞までのうてもええけど、新聞ぐれえは僕は全部整えておくべきじゃと思よ

うるわけ。たった４つしかねえ図書館じゃから、そこへ行きゃあ見れるというのを、昔は役場

へいっつも来ょうられる方があって、役場へ来たら新聞があるけえ新聞読みに来ょったわけ、

どこの新聞も。そのけえぐれえもあっても、それで来る場合もあるし。それから、今何が言い

たかったか同じ者ばあ来るから、吉井でいうたら今時分に図書館へ来る者やこうよっぽど変わ

っとる者か、暇な、変な意味じゃのうて、同じ者で。はっきり言うて農繁期のときには来れる

者ねえ、大事なことがなけりゃ、子供は来るよ、子供は。 

 じゃから、僕は今下山さんがおる前で言うたら、下山さんがうんうんと言うけえ、下山さん

も知っとられると思うけど、知らなんだとは言わまあけど、図書館やるときには吉井中学校の
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前にやるということで、あそこで学校の帰る前に、スクールバスとか、家で勉強できん、宿題

ができん子がそこで本を読んで宿題の一つでもして帰ろうということが大前提でやったんです

よ。じゃけど、その成果を果たせとらんわけ。今来たら、図書館の中でいうたら、図書館の中

で子供が大きい声出したからというて、そう毎日大きい声出しゃしません、子供も。たまには

出す場合もあった、喜怒哀楽じゃから、そのとき大人が子供を叱りつけたりするようなことが

あったら、もう図書館行かんというような話が出てきて、あったんですよ、吉井の図書館の中

でね。あったんで、そこら辺のとこも最初の前提に戻って、地域地域でこの山陽の中央図書館

は中央図書館の役割がまたあって、あると思うんですよ。赤坂でもあったのは、これはいろい

ろなことがあるけえほかのことで、そういうもとへ戻って、地域に合うた図書館活動をしてい

ただきてえなと思うて、これおえん言よんじゃのうて、これ今後考えていただきてえという。

数が、はっきり言うて朝９時からして、調査こんなようしとるけど、これをしたために50人で

もふえたとかというんなら、ほうというて言うけど、ふえとりゃしませんが実際のことを言う

て。 

 それと、これは市長にお尋ね、あえてこれは今回じゃのうて11月でまた、12月に聞かせても

らう。赤坂地域の図書館で、これは赤坂の方が言われにゃおえんのじゃ、こん中へ赤坂の方は

おらんから、議長はオブサーバーじゃけ発言すんじゃねえ、おらんから、赤坂じゃ図書館が２

階へあるということで大変不自由なということで、給食センターを設置して、やめたときにあ

そこの横へつくるとかというのが、要望が今からはっきり言うて10年言うたらおえんけど、

七、八年前から出とったんですよ。やっぱりそこらも今は財政的な問題もあったり、いろいろ

ありゃ何やかんやのやり方があると思うんですよ、考えて。これは、２階がええとか悪い言よ

んじゃねんですよ。やっぱり図書館というたら下ですっと入るんが入りやしいです。レストラ

ンとか喫茶店の２階へ上がっていくようなところへすっと入るのが入りやしいというのがある

んで、これは今すぐどうこうじゃねんですけど、そういうことは市長知っとられると思うんじ

ゃ、教育長も知っとられると思うんじゃ、そういう要望があったというのは、どこまでなっと

ったんか。僕は思よったのが早いとき、もうできとるころじゃねえかな、井上前市長のころに

はでき上がるんじゃねえかぐれえ、ちょっと思よったんじゃけど、なかなかいろいろ情勢もあ

ったり、財源的なこともあってなったと思うんじゃけど、これについて何か今あわせて、僕が

あえて言よんのは地域性のということを言よんですよ。何かありますか。あったら教えていた

だきゃええんですけど。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 今の赤坂の図書館が２階で使いにくいという声は私も伺っておりま

す。それに対して、今具体的にこうしていこうという方針を持ってるわけじゃありませんけど

も、地域の声を引き続きしっかり聞かせていただこうという考えでございます。 
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 以上です。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございます。 

 僕はどうこう言よんじゃなしに、前にそこをやり直さにゃおえんというような話が出とった

から、あえて言うと赤坂の旧町会議員さんとか、それから現おる議員さんとかあったから、ど

うなっとんかなと思うて今言うのがあって、それと地域に即した活動ができるようにやってい

ただきゃええということを言いたかったんですよ、吉井には吉井のやり方があるんと同じで。 

前はやっぱり地域地域に子供がぎょうさんおったんです。子供がおって、うちでいうたら城南

集会所も、それから吉井でいうたら、言い方悪いですけど文化会館にも図書館みてえに小めえ

本を置いとったんですよ。今そのようなんがなかなかのうなって、それとまた学校のほうも図

書司書を置いたり、学校でも本を整えるようなこといろいろなったから、そう図書館を利用せ

んでも学校でできるというのもあるかもしれんのんじゃけど、地域に合わせた活動してもらい

てえと思うて、何らかやったら。 

 それでもう、ちょっと今、僕も三宅さんに聞こうと思うた。本のありゃあ追跡調査という、

のうなったもんの、例えば僕が借ったら僕が借ったというのわかろう、本、カード僕も持っと

るけど。じゃけえ、戻ってくるんじゃけえ、僕はそのために、前やるときにお金をかけるか、

かけんでもええじゃねえかと、たまたまうちの親族、学校やこうは、図書館置いとんのはかけ

てねえ、ＩＣタグが置いてねえんですよ。置かずにとって帰られても返却のうても年間20冊か

30冊じゃけえええがなと、ええがな言うたらおかしいんじゃけど、実際それをつけとるほうが

高うつくからというて、僕本当の話、柏原高校の本やこうようけ持っとる、うちの兄弟が持っ

てきて、ついでに見ょうてそのまま置いたまま、払うてねえ、返却してねえというんがあった

りする、それはいろいろ話をしてしょんじゃけど。じゃから、それの追跡調査というんかな、

できてどうなっとんかなというのを、本会議で聞けなんだ。これ今要らんことじゃけどどんな

んかなと思う、答えれる範囲だけでよろしいですけど。 

 はい、三宅館長。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 追跡調査ということなんですけれども、図書館の図書館シス

テムなんですけれども、利用者の方のプライバシーの関係もございまして、返ってきて、今あ

る本のお二人前までのデータはわかるんですけれども、それ以上はわかりません。今貸し出し

になってらっしゃる方で、返却されない方に関しましては督促という形をさせていただくよう

にしております。 

○委員長（北川勝義君） じゃから、僕が言ようるのは、僕が借るが、延長してからしてとっ

てもええが、Ａという本を借って返ってこなんだら……。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 督促させていただきます。 

○委員長（北川勝義君） わかるわ、督促しょうる。それは紛失にはなってねえわけじゃな。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 紛失にはなりません。それは貸し出し中の状態で戻ってくる
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まで……。 

○委員長（北川勝義君） 紛失はどういうときになるん。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 紛失は本当にもう状況がわからないというときです。 

○委員長（北川勝義君） それはどうしてわからんのん。僕が持って帰っとる、僕でわかるん

じゃねん。 

○中央図書館長（三宅康栄君） それはまた別なんです。借りて帰られてるものは……。 

○委員長（北川勝義君） 黙って持って帰るということ。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 万が一そういう可能性もあるかと思います。 

○委員長（北川勝義君） カードをせずに帰るということかな。本破っとったりとか、例えば

の話が。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 中央図書館ではそれはまずほとんどないんです。 

○委員長（北川勝義君） あるが、それでも。あったで、前。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 若干はあります。それはなぜかというとタグの調子が悪くて

鳴っていないときとかもあるんです。なので、本当100％のものではありませんので、その可

能性もないことはないです。 

○委員長（北川勝義君） 結構、口をとめるようなけど、割に吉井の図書館が多いかったけ

え、皆返っとるように思うんじゃ、僕は返しょったけんな、忘れても。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 中央図書館はセンサーがありますので、吉井はございませ

ん。 

○委員長（北川勝義君） せえでも、僕はこのカードを書くが。 

○中央図書館長（三宅康栄君） リライトカードにこう。 

○委員長（北川勝義君） あれな。 

○中央図書館長（三宅康栄君） はい、書きます。 

○委員長（北川勝義君） 書いとんじゃけんわかるんじゃねえかなと思うて、それは守秘義

務、いろいろある。 

○中央図書館長（三宅康栄君） そうですね。借りていただいたものに関しましては図書館シ

ステムの中のその方のデータに借りていますよという状況が残ります。 

○委員長（北川勝義君） じゃけ、それは返ってきょうるわけか。黙って持って帰るというこ

とか。 

○中央図書館長（三宅康栄君） 可能性はありです。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。もうそれ以上聞きません。よろしい、わかりまし

た。 

○中央図書館長（三宅康栄君） ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にないようなので、次に移ります。 
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 消防本部のほうお願いします。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 消防本部からは２件報告させていただきます。 

 初めに、平成27年度コミュニティ助成事業及び活動について説明をさせていただきます。 

 資料１ページをお開きください。 

 済みません、文字の訂正をお願いいたします。３の活動実績の一番下の高月地域防災訓練、

高月の月という字が間違っておりました。申しわけありません、訂正をお願いします。 

 それでは、説明させていただきます。 

 まず、事業内容ですが、消火体験セットといたしまして、消火体験装置１台、訓練用放射

器、これは水、消火器になりますが10本、それから水道直結式専用充填器具１本、これを整備

させていただいております。活動実績のほうにつきましては、消火体験訓練といたしまして、

少年消防クラブ員１日体験入所で２回、婦人防火クラブリーダー研修会、ヤヨイ婦人防火クラ

ブ防火講習会、高月地域防災訓練の５回の訓練を実施しております。ここも整備いたしました

消火体験セットを有効に活用させていただきたいと考えております。 

 次に、平成27年秋季火災予防運動行事について説明をさせていただきます。 

 ３ページになります。 

 11月９日から11月15日まで平成27年秋季全国火災予防運動が実施されます。赤磐市消防本部

でも資料にありますとおり、期間の前後を含めまして行事を計画いたしております。主なもの

としましては、11月９日月曜日に幼年消防クラブ員によります防火パレード、それから11月

16日の月曜日に岡山県農林水産総合センター農業大学校で公開消防訓練を予定いたしておりま

す。 

 消防本部からは以上です。 

○委員長（北川勝義君） 消防のほうの説明が終わりました。 

 何か委員さん、質問ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ちょっと11月16日は議員も関係あるんかな。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 公開消防訓練ですか。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） いや、議員の方の御出席はありません。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 それからもう一点、これは全然これに関係ねえことなんじゃけど、区と消防と一緒になった

りして消火器がありますが、消火器、前は古うなった消火器があったら訓練しょうることでや

って、婦人も出てこられて、老人クラブも出てきてやって、新しいのを買いかえたりしょうた
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んですよ、消火器古うなったり、詰めかえたりしょうて。今は消火器をかえたりするのとか、

詰めかえというのは助成か何か出るん。区の単位で消防単位じゃったら、どんなん、ないん。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 助成のほうはありません。 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、消防が段取りで安う買うてくるだけのことじゃな。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） そうですね、あっせん的な。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、それはええ、あっせんしてくれんで、消防のほうが言う

から。 

 １個言うのはあれに有効期限があるんじゃけど、今そのことばあちょろちょろ言い出したん

じゃけど、消火器の裏がよう飛んだことがあったが、どんというて何か、裂けるの、ありゃあ

今ごろはねんかな、もう。詰めかえのほうが安いじゃけど、買うたほうがちょっと高えぐれえ

で、差がちょっとしかねえが。例えばさびとるが、下が。爆発するのはせんのんで、わかろ

う、言ようること。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 買うほうがちょっとぐれえの差じゃったら買うたほうがええわとい

うて言うけん、わかるかな言うけん、せえなことわからんけん、ふんふんというて返事して、

今度聞いてくらあ言うたんじゃけど、どんなんかなと思うて。 

○消防本部消防総務課長（小竹森美宏君） 消火器の容器の期限が一応10年ということになっ

て……。 

○委員長（北川勝義君） それがあったら心配ねえということ、少々さびとっても。下の辺が

さびたりしとるが、よう、水を置いたとこがさびとんじゃ。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） そういう事故がありまして、その事故に伴って容器の耐用

年数の年数が定められました。そういう事故が多かったものですから。それが10年ということ

で、薬剤自体についての保証期間というのは５年なんですけども、５年で詰めかえをして容器

については10年たったらその検査をしないといけないようなことになっております。そういう

ことで、そのときに検査をするか、新しいものにするかということを考えたときに、後々のこ

とを考えますと新しい消火器を購入していただいたほうが後々は安く維持していけるというよ

うなことになります。 

○委員長（北川勝義君） わかりました、ありがとうございます。 

 消防部、他にないということで終わりたいと思います。 

 それでは、その他について、執行部のほうでその他何かありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、委員さんのほうでその他何かありますか。 
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              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、その他についてないようなので以上をもちまして第13回

総務文教常任委員会を閉会したいと思います。 

 閉会に当たりまして、杉山教育長のほうから御挨拶いただきたいと思います。 

○教育長（杉山高志君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（杉山高志君） 本日は各部署からの事業の進捗状況についての御報告、それに対し

まして御意見をいただきました。私たちコンプライアンス遵守につきまして、本当に市長が全

職員を集めての訓示等もあり、一人一人今している仕事について危機感を持って市民の信頼を

回復していこうという決意を持っております。しっかり頑張ってまいります。また、さまざま

な説明等で本当にわかりやすい説明というのを私たちも大事に大事にしていきたいと思いま

す。本日はいろいろ御指摘をいただきありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さん大変御苦労さまでした。これで本日の委員会を閉会いたしたいと思います。御苦労さ

までした。 

              午前11時58分 閉会 

 


